
・５月22日 （Web会議（本省会議室）（東京））
・９月17日（Web会議ライブ配信（本省会議室）（東京））

・54回発行（12月10日現在）し、ｲﾍﾞﾝﾄ情報、農林水産関連
施策の情報等を会員に周知

協議会活動のﾌﾟﾚｽﾘﾘｰｽ及び周
知活動

Webｻｲﾄの運営

・Webｻｲﾄについて、会員名簿や研究開発ﾌﾟﾗｯﾄﾌｫｰﾑ一覧の
掲載等を行ったまた、サーバ証明書の更新を行った。ホー
ムページの資料室に総会等開催報告を掲載するなど情報
の充実を図った。

ﾒｰﾙﾏｶﾞｼﾞﾝ発行

産学官連携協議会　活動報告書

令和２年度活動報告書

活
動
指
標
及
び
活
動
実
績

活動内容

計画 実績

総会の開催

運営会議の開催
・５月22日 （Web会議（本省会議室）（東京））
・９月17日（Web会議（本省会議室）（東京））

運営事業

新事業創出会議の開催

・６月25日（YouTubeライブ配信（三田共用会議所（東京））、
約140名に同時に視聴

理事会の開催

産学官
連携協
議会

・６月25日（Web会議（三田共用会議所）（東京））、
令和３年２月3日（Web会議（日比谷国際ビルコンファレンス
スクエア（東京））

・マイナビ農業Web版に５、６月の２回、「知」の集積と「ス
マート農業新サービス創出」プラットフォームについての記
事を掲載。またその記事を基に冊子を制作
・ダイヤモンドオンライン8月24日に「農林水産×ITの枠から
社会サービスの創造と拡大」と題した記事を掲載、抜き刷り
冊子の作成※
・「週刊農林」に８月より３号に渡り「知」の集積の取組及びプ
ラットフォームとその研究成果の紹介記事を掲載
・農業者向け雑誌「地上」12月号、１月号にスマート農業関
係の取組を行っているプラットフォームの紹介記事掲載、抜
き刷り冊子の作成※
・マイナビ農業AGRI+への取材対応を行い、2020 August
VOL. 02にスマート農業分野の新たなビジネスアイデアを生
み出すマッチング機会の創出として期待される「スマート農
業新サービス創出」プラットフォームと『「知」の集積と活用の
場』が紹介される。
・ポスターセッション（11月19日～25日）の開催をプレスリ
リース
・プラットフォーム運営運ヒント集に事例を追加、ホームペー
ジに掲載するとともに冊子を作成※
・昨年作成したField for Knowledge Integration and
Innovation technology Listに続きIField for Knowledge
Integration and Innovation technology List II13のプラット
フォームの技術を英語で紹介。
・令和３年２月３日にプラットフォームの研究成果にについて
報道関係者向けの勉強会を開催（予定）
※：新型コロナ禍が終息した後、イベント等で配付を行う

展示会等への出展

・①JFフードサービスバイヤーズ商談会2020（東京11月17
日）、⑤ｱｸﾞﾘﾋﾞｼﾞﾈｽ創出ﾌｪｱ（東京11月11-13日特設Webkサ
イト）（特設weｂサイト公開11/11～12/15））へ出展し、「知」
の集積と活用の場をPR。

普及啓発
事業

資料６



令和２年度活動報告書

ｾﾐﾅｰ、ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟの開催

・第１回新事業創出会議（５月22日、YouTubeによる録画配
信、令和2年度イノベーション事業で、基礎ステージから応用
ステージに移行した研究紹介、ベンチャーキャピタル、ベン
チャー企業等によるトークセッション、同時視聴者約１30名、
（東京））

・総会（６月25日、スマート農業における新サービス創出
の取組紹介や、スタートアップ企業による話題提をYouTube
でライブ配信、双方向での質疑応答を実施、同時視聴者１
30名、（東京））

・第２回新事業創出会議（９月17日、Zoomｳｴﾋﾞﾅｰによるﾗｲ
ﾌﾞ会議、法律事務所や国際協力機構による話題提供やJA
グループによるスタートアップ支援の取組紹介、、双方向で
の質疑応答を実施、事前登録で約150名、（東京）

・新たに会員になった在京大使館など海外会員を対象とした
プラットフォーム等の技術シーズを紹介するセミナー（令和３
年３月16日、出席者46名、日比谷国際ビル　コンファレンス
スクエア）（予定）産学官

連携協
議会（続

き）

研究成果の海外展開

計画 実績

・11月19-25日(特設Webサイトを中心に11月19日は研究成
果等の発表、研究成果の海外展開を考えるセミナーをWeb
会議システムで配信。会期中は、ポスター展示プラット
フォーム等によるWeb会議システムによる説明会のを実施。
ポスター発表はプラットフォーム、会員等併せて95件（うち
Web会議システムを使った説明会を開催しｔ展示45件）、19
日のWeb会議は事前の視聴登録300以上、特設サイト全体
の閲覧数約13,000件、）

研究開発ﾌﾟﾗｯﾄﾌｫｰﾑの届出受
付

ﾎﾟｽﾀｰｾｯｼｮﾝの開催（２回）

・関西での開催を予定していたポスターセッションについて
は、新型コロナの感染拡大防止の観点から、中止することと
した、

後援名義の付与
・（株)ユーグレナ及び東京大学の２件後援名義付与（令和２
年12月31日現在）

会員からの相談受付等
会員等から研究開発ﾌﾟﾗｯﾄﾌｫｰﾑとｺﾝﾀｸﾄをとりたいなど全14
件の問い合わせに対応（令和２年12月31日現在）

令和2年度は８件の届出、12件の解散届出（うち統合に係る
もの１件）を受理（令和２年12月31日現在）
（プラットフォーム数166件（令和２年12月31日現在））

普及啓発
事業（続

き）

研究開発
促進事業

研究資金の紹介
農林水産省及び関係省庁の研究開発予算をﾒｰﾙﾏｶﾞｼﾞﾝ等
により会員へ周知

①インドネシア大使館でのミニセミナー（11月17日）、②海外
展開を考えるセミナー（11月19日）、③ハンガリー大使館と
の共催でスタートアップ企業の交流セミナー（２月９日）、④イ
ンド大使館および国立インド農業研究所との共催セミナー
（２月24日）

連携推進
事業
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産学官
連携協
議会（続

き）

議題等

運営会議
(5月17日)

①今年度の活動方針について、②「知」の集積と活用の場 第２期の活動方針（案）について、
③）「知」の集積による産学連携推進事業のうちプロデューサー活動支援事業等について
、④「知」の集積と活用の場による研究開発モデル事業の令和２年度評議委員の選任等につ
いて、⑤イノベーション創出強化研究推進事業の審査結果について、⑥その他

理事会
(６月25日)

①令和元年活動状況報告及び令和２年度の活動方針について、②第２期（令和３年度～７年
度）の活動方針について

①令和元年度活動報告及び令和２年度の活動について、②第２期（令和３年度～７年度）の
活動方針について、③スマート農業新サービス創出の取組紹介、④ゲストによる話題提供
（ベンチャーキャピタルとベンチャー企業によるパネルディスカッション）

総会
（６月25日）

理事会
(２月3日)

①令和２年度の実施報告及び令和３年度の活動計画（案）について、②研究開発プラット
フォーム活動状況報告について、③ その他

運営会議
(９月17日)

①令和２年度前半の活動報告と後半の活動予定について、②令和２年度「知」の集積と活用
の場　評価委員会の実施について、③「知」の集積と活用の場第２期の活動方針（案）につい
て、④「知」の集積と活用の場　第２期に向けた取組について　等

理事会
（11月10

日）

第２期（令和３年度〜７年度）基本方針の修正と基本方針の承認について
（『「知」の集積と活用の場　産学官連携協議会理事会会則（平成28年６月15日制定）』の第２
条の２に基づくメールの送受信による開催）

研究開発ﾌﾟﾗｯﾄﾌｫｰﾑﾋｱﾘﾝｸﾞ

令和２年８月より究開発ﾌﾟﾗｯﾄﾌｫｰﾑのヒアリングを実施。令
和３年1月現在10ﾌﾟﾗｯﾄﾌｫｰﾑ、プロデューサー9人を対象に
実施済み。活動状況、ﾌﾟﾗｯﾄﾌｫｰﾑ内の連携、研究資金、国
や協議会への要望等についてﾋｱﾘﾝｸﾞするとともに、助言や
意見交換を実施。
（参考）
＜8月＞
・情-18　周年安定生産に資するスマート農業研究開発プラット
フォーム
・情-23　農業分野におけるリモートセンシング技術研究開発プラッ
トフォーム
・情-36　果樹生産システム研究開発プラットフォーム
＜11月＞
・情-５４　「スマート農業新サービス創出」プラットフォーム
＜12月＞
・健-１２　健康長寿食品研究開発プラットフォーム
・健-３９　農食連携プラットフォーム連合
・健-５「健康増進に資する機能性成分豊富野菜」研究開発プラット
フォーム
・健-３４　「水産物由来成分を活用したロコモーション機能改善素材
探索」研究開発プラットフォーム
・健-２７　「香酸柑橘ユコウを中心とした研究開発プラットフォーム
香酸柑橘ユコウを中心とした研究開発プラットフォーム
・情-５１　スマート水田社会普及研究開発プラットフォーム


